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ＭＩＴＳＵＢＩＳＨＩ
低温用集中制御アダプター

品名　ＧＴ-ＣＮＴ

電　　源　　     　　AC100/200V 50/60 Hz
消費電力　　　　　　　　　　　　  25 Ｗ
重　　量                                                     2.7 kg
製造番号

　　　　　　　　　　　　　<G>

低温用集中制御アダプター
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LAN2LAN1

M -NET

MODEL : GT -CNT
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中央管理装置ＴＣパソコン現地手配要領

(1)カラー印刷

(3)インターフェース

(2)用紙サイズ

３．プリンタ仕様

・日報帳票などの印刷内容に応じて、用紙サイズを選定ください。

・対応するパソコンとのインターフェースに適合するもの。

ＥＹ６０６３８１

’１４－ ３－１０

ＣＡＤＭＥＬＣＯＬＤⅡ

ＥＹ６０６３８１
中山

辻

中 山 中山

ＴＣに使用するパソコンについて

パソコン及び周辺機器を現地手配する場合には以下の条件を満たすよう機種選定を行ってください。

これらの条件に適合しないところがある場合には、正常な動作を保証することができません。

１．使用環境
(1)電源電圧

(注)電源事情が上記条件を満たせない可能性がある場合には、パソコン本体電源に無停電電源装置を
必ず設置ください。
設置しない場合には、電源事情によって、パソコン内のデータ消失やシステムプログラム破壊等

＜無停電電源装置＞
1)仕様

・電源：単相ＡＣ１００Ｖ ５０／６０Ｈｚ
・出力容量：７５０ＶＡ

・ＡＣ１００Ｖ±１０％
・瞬時停電・瞬時電圧降下の発生がないこと。

の致命的不具合が発生しても、当社では責任を負いかねますのでご注意ください。

・出力波形：正弦波（商用運転／バックアップ運転時）

４．カラーディスプレイモニタ仕様

(1)画素数
１２８０×１０２４ドット以上

(1)適用規格
1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T

(2)周囲温度、湿度
周囲温度：１０～３５℃ 周囲湿度：２０～８０％ＲＨ（ただし、結露なきこと）

ＯＳ

ＣＰＵ

メモリ

ハードディスク

サウンド機能

２．パソコン仕様

項目

形態

サーバー側 クライアント側 備 考

デスクトップパソコン デスクトップパソコンまたはノートパソコン
R R

ﾈｯﾄﾜｰｸｺﾝﾄﾛｰﾗ(ＬＡＮ)

スピーカ内蔵

光学ドライブ CDメディアの読み出し可能なドライブ内蔵

ブラウザ

USBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

－

－USB2.0以上 システム設定バックアップ時に使用

R TM※

※

1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T

Intel Coreは米国及びその他の国におけるｲﾝﾃﾙｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝまたはその子会社の商標または登録商標です。

※

※１

※２ 通信経路上にVPNパススルーに対応していないルータやプロキシサーバがある場合は利用できません。

（社内LANからは遠隔地のVPNルータに接続できない場合が多いのでご注意ください。）

セキュリティを確保するために、必ずVPNルータ等の機材を設置してください。

[注意！]

3.装置の故障などでハードディスクを交換することがありますので、リカバリーＣＤを用意ください。

R※

※１
4.遠隔監視を行う場合、インターネット回線を用いてVNPルータ で接続する方法 があります。

※２

※

※３ ＳＭＳには対応しておりません。

Microsoft、Windows 7、Microsoft Excel またはMicrosoft Office は米国Microsoft Corporationの
米国及びその他の国における商標または登録商標です。

1.日報専用帳票を使用する場合、 Microsoft Excel (2010以降)または Microsoft Office (2010以降)が必要です。R

Microsoft Windows 10 Professional 64bit

Internet Explorer 11 Microsoft Edgeには対応しておりません。

Windows10 32bitには対応しておりません。

MELCOLD専用ＬＡＮ回線としてください。

MELCOLDアプリケーションインストール用
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2.省電力モード等により、不定の動作を行う場合がありますので、サーバー側パソコンはデスクトップパソコンを選定

ください。

インターネット回線を利用する場合、別途インターネット接続通信回線事業者（NTT等）、インターネットプロバイダ
との契約、インターネット上からVPNルータを特定するためのグローバルIP取得（またはダイナミックDNS利用）を行う
必要があります。

※３
異常メール通報については、別途プロバイダとご契約して頂くことで、E-Mail を受信できる携帯電話、パソコン等
にメール送信することができます。
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5.システム規模が大きい場合（GT-CNT×5台以上接続時）、パソコンの処理負荷が大きくなり、発熱量も高くなるため、
筐体が大きいタワー型のデスクトップパソコンを選定して下さい。

５．スイッチングＨＵＢ仕様

注．必ず全ポートスイッチ機能有りのものを選定下さい。
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14- 3 - 8

１．システム設定

２．設定機能

（６）アイコン配置

（１）各コントローラの設定値の設定

（２）アドレス設定（アドレス、属性）

（４）入出力情報登録（ＤＣ－Ａ２情報、ＭＣ－１００Ｄ２情報、ＭＣ－２００Ｓ２情報）

週間スケジュールと年間スケジュール（特異日を３０日分）設定可能

（１）ＬＡＮ通信設定（ＴＣ－ＤＳＰ情報、ＧＴ－ＣＮＴ情報、ＧＴ－ＣＮＴＤＭ情報等）

（３）機器情報登録（グループ情報、エリア情報等）

（５）デマンド設定（デマンド時限、遮断／投入点係数等）

(注１)

（２）週間・年間スケジュールの設定（(ハイ)クオリティコントローラ、空調機、ＤＣ－Ａ２のみ対象）

（(ハイ)クオリティコントローラ、冷凍機 、空調機、ＭＣ－２００Ｓ２のみ対象）

１日当り最大１２点（(ハイ)クオリティコントローラのみ対象）

昼間と夜間のデマンド目標値を各月毎に１週間分（日曜～土曜）設定可能

昼間と夜間のデマンド制御時間帯を設定可能

（３）デマンドスケジュールの設定（ＭＣ－１００Ｄ２接続時のみ対象）

また、年間スケジュール（特異日を３０日分）を設定可能

・運転/停止と運転モード（冷/暖/送風等）と設定温度を組み合わせて１日当り最大１２点（空調機のみ対象）

・運転/停止を１日当り最大１２点（ＤＣ－Ａ２のみ対象）

・除霜開始時刻設定は１日当り最大１２点（(ハイ)クオリティコントローラのみ対象）

３．指令操作機能

（５）冷房/暖房/ドライ/送風/自動（空調機のみ対象）

（１）機器の運転状態

（２）異常監視

４．監視機能

（３）データモニタ（数値とグラフ表示）

各種温度モニタ、各種圧力モニタ 他

ユニット異常、上下限温度異常 他

１）圧縮機運転時間（積算・本日・昨日）

２）圧縮機起動回数（積算・本日・昨日）

（１）個別運転/停止（(ハイ)クオリティコントローラ、空調機、ＤＣ－Ａ２のみ対象）

（２）エリア一括運転/停止（(ハイ)クオリティコントローラ、空調機、ＤＣ－Ａ２のみ対象）

（３）温度シフト（(ハイ)クオリティコントローラのみ対象）

（４）手動除霜/除霜リセット（(ハイ)クオリティコントローラのみ対象）

（５）計量値（電気・水・ガス・蒸気）モニタ

高圧圧力、低圧圧力、吐出温度、吸入温度 他

計量値（積算・本日・昨日）

ＣＯ 排出量（積算・本日・昨日・今月・前月・今年）２

２（７）ＣＯ 排出量モニタ

（６）冷凍機運転データモニタ（冷凍機 のみ対象）

(注１)Ｍ－ＮＥＴ接続可能な三菱製R410Aインバータ冷凍機のみ対象

・動作モード（通常冷却/セットバック/強制停止/運転操作）とセットバック温度を組合わせて

（４）圧縮機運転時間・起動回数モニタ（冷凍機 のみ対象）
(注1)

(注１)Ｍ－ＮＥＴ接続可能な三菱製R410Aインバータ冷凍機のみ対象

(注１)

５．制御機能

（１）デマンド制御（ＭＣ－１００Ｄ２接続時のみ対象）

・移動デマンド制御方式

・遮断処理／投入処理

・デマンド制御不能時のユニット強制停止処理

負荷バランス時の冷凍機の連続運転打ち切り制御

設定温度をセットバック値分高めにシフトした運転制御

（２）インテリジェンスサーモ制御（(ハイ)クオリティコントローラのみ対象）

（３）セットバック運転制御（(ハイ)クオリティコントローラのみ対象）

・デマンドローテーション機能（デマンド停止時間が一定時間経過した場合、デマンド停止解除）

(注２）

（１）停電補償

設定データ，登録データ，時計

（２）復電処理

復電時自動始動

１０．停電・復電処理

（１）異常画面表示

（２）異常履歴表示

（４）異常発報（音声による）

（３）異常通報（メール）

９．異常警報機能

（５）ＧＴ－ＣＮＴ系統（低温系、空調系）一括異常出力

（１）登録・設定データの保管（ＨＤ：ハードディスク）

（３）トレンドデータの保管（最大過去２年分：ＨＤ）

（４）デマンドデータの保管（最大過去２年分：ＨＤ）

（２）登録・設定データのコピー（ＨＤ→ＵＳＢメモリ、外付けＨＤＤ（別ツール））

７．各種データの保存・記録機能

（６）異常・運転・操作履歴の一括消去

（５）異常・運転・操作・設定履歴データの保管

（異常履歴＝最大過去1000件分、運転・操作履歴＝3,000,000件分、設定履歴＝最大過去1,000,000件分：ＨＤ）

(注２)履歴最大件数を超えた場合、古い履歴から削除されます。

（２）トレンドデータの呼出（ＨＤ）

（１）登録・設定データの呼出（ＵＳＢメモリ→ＨＤ）

温度，湿度，圧力他各種計測データの折れ線グラフ表示：最大１０項目同時表示可能

８．各種データの呼出機能

（３）デマンドデータの呼出（ＨＤ）

（４）異常・運転・操作履歴データの呼出（ＨＤ）

（３）日報データの呼出し

（４）月報データの呼出し

各種履歴の一覧表示（検索条件に該当する履歴のみの表示も可能）

移動デマンドの棒グラフ表示（ＭＣ－１００Ｄ２接続時のみ対象）

温度，湿度，圧力他各種計測データを１時間毎に一覧表示

１ヶ月間の運転時間・起動回数・使用量を一覧表示

一つの画面で表示できるグラフの数は電力量等の棒グラフは最大２項目、折れ線グラフは最大８項目表示：合計最大１０項目

（２）手動によるトレンドグラフプリントアウト

（３）手動によるデマンドグラフプリントアウト

（４）手動による異常・運転・操作・設定履歴プリントアウト

６．プリントアウト機能

（１）手動による日報・週報・月報・年報プリントアウト

（５）専用帳票ソフトは、手動・自動による日報・月報・年報プリントアウト対応

１１．サーバー機能

(注３)以下の条件を全て満足している場合。

2)１台のパソコンで起動するブラウザを１つとした場合。

最大５台のパソコン（サーバー含む）にて閲覧可能。

（１）閲覧可能なパソコン台数
(注３）

1)サーバーが必要なパソコンスペックを満足している場合。
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ＭＥＬＣＯＬＤⅡの配線工事上の注意事項

１．Ｍ－ＮＥＴ伝送線の配線工事について

(1)M-NET伝送線の種類と許容長

配線の種類 種類 シールド線（CVVS、CPEVS、MVVS）
線数 2芯ケーブル

線径 CVVS、MVVS：1.25mm2以上
CPEVS：φ1.2mm以上

室内外伝送線最遠長 最大200m
集中管理用伝送線および室内外伝送線最遠長 最大500m
（空調室外機および冷凍機を経由した最遠長） ※集中管理用伝送線に設置されるGT-CNTから各空調室外ユニット、冷凍機、

DC-A2、MC-100D2、MC-200S2までの配線長は最大200m

GT-CNT×1台あたりの集中管理用伝送線、室内外伝送線の線長制限で示すと、下図の例で最遠長は下の式で表わされます。
図中のa からｆ はシステム内の配線箇所を示しています。これは他のユニットとM-NET 伝送線上で通信を確実に行うため
の距離制限です。この距離を超えると末端のユニットまでM-NET 信号が届かなくなり、通信・制御不能となります。

a＋d＋e(f)≦500m a＋b＋g≦500m e(f)＋d＋b＋g≦500m
c＋g≦500m e(f)＋d＋b＋c≦500m

空調機用ＭＥリモコン配線は10m 以内となります。10m を超える場合は、超える部分を「最遠長500m 以内」の内数に
加算します。

集中管理用伝送線 室内外伝送線
a d e

b f

g

c

①集中管理用伝送線
集中管理用伝送線の給電距離は以下の式で表されます。
これは、集中管理用伝送線上に給電できる距離制限です。この距離を超えると末端ユニットまでの給電が届かなくなり、
通信、制御不能となります。

a＋b＋c≦200m

②室内外伝送線
室内外伝送線の給電距離は以下の式で表されます。
これは、室内外伝送線上に給電できる距離制限です。この距離を超えると末端ユニットまでの給電が届かなくなり、通信、
制御不能となります。

d＋e(f)≦200m g≦200m

また、空調機用ＭＥリモコンの配線が10m を超える場合は、超える部分を「最遠長500m 以内」かつ「給電距離200m
 以内」の内数に加算します。

(2)伝送線シールドのアースについて
①シールドのアース処理は、ＧＴ－ＣＮＴ側にて１点でアースして下さい。
②シールドのアース接地は、専用の計装用接地を準備し、インバータを含む動力接地と同一場所への接地は絶対に避けて
　下さい。また、工場の鉄骨や水道管への接地も避けて下さい。落雷時に伝送ラインへ接続されている機器が破壊すること
　があります。
③シールドは、ＧＴ－ＣＮＴ側でのアース部分以外は全て渡り接続を行なって下さい。
　1ヶ所でもシールドの渡りが切れていると、シールドの効果がなくなります。

10m
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三菱電機株式会社 冷熱システム製作所

伝送変換装置

GT-CNT
空調

室外ユニット

空調室内ユニット 空調室内ユニット

冷凍機
（コンデンシン
グユニット）

(ﾊｲ)ｸｵﾘﾃｨｺﾝﾄﾛｰﾗ (ﾊｲ)ｸｵﾘﾃｨｺﾝﾄﾛｰﾗ

TB7 TB3A,B,S

TB7 TB3

空調室内ユニット

汎用ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

DC-A2
A,B,S

計量ｺﾝﾄﾛｰﾗ

MC-100D2
A,B,S

計測ｺﾝﾄﾛｰﾗ

MC-200S2
A,B,S

ME
リモコン

M1,M2,E M1,M2,E
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２．配線分離について

(1)配線種別の定義
以降の説明のため配線種別を便宜的に下記のように定義します。
Ａライン（クリーンライン）→伝送線・温度センサ線・リモコン線
Ｂライン（ダーティライン）→ＡＣ１００・２００Ｖ制御線（インバータ主回路は除く）
Ｃライン（インバータライン）→インバータ主回路（１次側・２次側とも）

(2)平行配線時の注意事項
①Ａ－Ｂライン間は、必ず１０ｃｍ以上離して下さい。
   離せない場合にはそれぞれを専用の電線管に入れて下さい。
②Ａ－Ｃライン間は、必ず４０ｃｍ以上離して下さい。
　離せない場合にはそれぞれを専用の電線管に入れて下さい。

(3)電線交差時も上記(2)の注意事項の内容を適用してください。

３．インバータノイズ対策

上記２．(2),（3)に記載の配線分離条件を守ることができない場合には、インバータ本体について以下に示すノイズ低減用
オプションの取付けが必要になる場合があります。
①ラインノイズフィルタ（ＦＲ－ＢＬＦ）・・・インバータ主回路の１次側または２次側に取付け
②ラジオノイズフィルタ（ＦＲ－ＢＩＦ）・・・インバータ主回路の１次側

４．リモコンの伝送線について

(1)リモコン伝送線は２芯ビニール絶縁電線（ＣＶＶ０．３～１．２５ｍｍ2)を使用して下さい。（現地手配）
　【注意】通信エラーの原因になりますので、多芯ケーブルは絶対に使用しないで下さい。
(2)リモコン配線は最長２５０ｍまで延長可能です。ただし、付属のリモコンケーブルを使用する場合は
 　５ｍ以内とし、５ｍを超える場合については１．２５ｍｍ2（ＣＶＶ）の電線を現地手配して下さい。

CMR-9210 ②



５

5-1

３



5-2

４

10cm以下
10cm以上※

※電源線がｲﾝﾊﾞｰﾀ動力線の場合、40cm以上
　離してください。
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